
  

 

 

日 時: 2019年 1月 20日(日) 

場 所:  京都市左京区 鴨川 出町から出雲路橋 

天 候:   雨 

参加者:  一般 22名(子供 4名含む) スタッフ 22名  合計 44名 

 

集合は午前 10 時、鴨川と高野川出合い三角州広場に集合でした

が、あいにく朝から小雨の天気、早目に到着のスタッフの中には、

野鳥をすでに 10種ほど観察していました。受付は雨が強まりました

ので、広場に案内のスタッフを残して、広場直近の出町橋の下で実

施。参加者は雨に備えていろいろの準備でいつもより大変でした。

スタッフも年初の観察会でもあり、受付業務で大忙がしとなってい

ました。 

受付の最中にも、すぐ下の河原にカワセミを発見、幸先に期待‼ 

更に、コガモとオナガガモの混血個体まで観察撮影されていました。 

代表から今年最初の友の会観察会での挨拶や、担当スタッフからは、

下見時に記録した野鳥の一覧表が配布され、観察可能な野鳥の説明、

望遠鏡、双眼鏡の使用法、行動の注意点などを伝えました。さすが

に、参加者は殆ど双眼鏡を持参でした。望遠鏡はスタッフが 2 台持

参、鳥の細部もアップで見ていただけるよう準備。 

 賀茂川左岸を上流に向かって、観察会のスタート。早速ジョウビ

タキの♀、岸辺の植え込みのなかに、アオジの鳴き声がきこえました。

葵橋をくぐり進むとコサギ、マガモが岸の垂水でエサ取り中、礫と紛

らわしい色模様のイカルチドリも観察できました。本日目玉のカワア

イサは分散していましたが観察でき、ハクセキレイ、常連のセグロセ

キレイも。雨は一時的にやむこともあり、何とか観察が継続できまし

た。 

順次、進むにつれ次々と現れ、カモでは、他にオカヨシガモ、オナ

ガガモ、コガモ、カルガモ。ヒドリガモは川の中から陸に上がって食

事中の個体も、堰ではイソシギもエサ取り。カワウ、アオサギ、ダイ

サギ、オオバン。カイツブリは川面で神出鬼没。鴨川の名の通りカモ

達の生態を、市街地でありながら十分観察できたのでは・・・。 

 野鳥観察は、左側の川筋で、一方、右の土手では、野草のロゼット

などが観察できました。 

セイヨウタンポポ、ハハコグサ、オオアレチノギク、ヒメジョオン、

スイバの赤紫の葉はいかにもポリフェノールが多そうで食欲をそそ
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られます。印象では、ヘラオオバコが最も目立ち、私の記憶ですが、

10年ほど前は、ヘラオオバコは主として北大路橋より上流の左岸通

路の石組の隙間で観察しましたが、今では、下流土手の斜面一面に

繁茂という感じです。オオイヌノフグリ、ノゲシは早々と花をつけ、

ホトケノザ、ナズナは蕾が膨らみ、ヒガンバナ、ノビルの株もあち

こちに観察できました。 

セイヨウカラシナ、ヨモギやオランダミミナグサの伸び始めたかわ

いい芽生えも多く観察でき、ユキヤナギなどの植え込みの下にはカ

ラスノエンドウが伸び始め。見つけた小さな土粒の塊はミミズの糞

でした。 

全員無事に昼前に予定通り、出雲路橋に着きました。途中で採取し

た野草を並べて店開き。参加者に本日の観察記録を共有していただ

き、次回の友の会を案内し解散となりました。 

記: 眞田幹雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コガモ♂♀ 

オオバン 

イカルチドリ 

店開き ロゼットがたくさん集まりました 

コガモとオナガガモの混血個体 

ミミズの糞 

ヘラオオバコ 

スイバ 

セイヨウタンポポ ホトケノザ ノゲシ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下見時（1月 13日）に記録した野鳥一覧表  1月 20日観察会に配布された 

マガモ 

ヒドリガモ 
ヒドリガモ 

カワウ カワアイサ オナガガモ 


